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幾何公差の解釈と活用演習
2016年 3月以降の JIS 改正や制定により、 「寸法公差」 が 「サイズ公差」 に変更になりました。 これは、 寸法
交差一辺倒の間違った公差指示方法が普及している設計現場の現状に警笛をならすとともに、 サイズ公差+幾何
公差による本来の正しい公差指示方法へ変化を促そうとするものです。 本コースでは、機械製図で必要な幾何公差
の知識や指示方法を、 演習を交えながら習得します。

お問合せ

コース番号・開催日時

訓練内容

受講料

6M061
コース番号 2111月 日（木）

22日（金）

9︓30 ～ 17︓00

2 日間

定員
12 名

8,500 円（税込）

1. 寸法公差（サイズ公差）と幾何公差
　 の使い分け
2. データム
3. 幾何公差の解釈

申込方法

裏面の申込用紙に必要事項を記入の上 FAXにて
お申込みください。

持参品

対象者

製品や機械、生産設備の設計・開発業務に従事
している方、またはその候補者。

筆記用具

申込締切日　

１１月７日（木） https://www3.jeed.go.jp/kochi/college/

4. 幾何公差の指示方法

受講者の声

・具体的な製図方法が理解できた。

・曖昧な所を知ることができた。

・今までよく理解できていなかった部分を深く理解できた。

・会社のルールが普通と思っていたため、今回の講習を
   通して本来のルールを知ることができた。

・今業務で機械設計をしていないが、今後は設計業務を
　する可能性もあるので将来的に活かせる知識を得られた。

・図面内でサイズ公差と幾何公差が混在していたこと、
　自分の知識が不十分であったことから、意味が理解でき
　ていなかった。セミナーを受講し記号の意味合いが分か
　るようになりました。


